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６つの「わざ」と五角形のコマ 
 

 
 

有岡正樹さんは、標記の理論を国際会議や論文のほか、教鞭をとられた多くの大学で展開されてきた

のでご存知の方も多いかと思いますが、少し解説します。 

マネジメントに必要な、技術、コミュニケーション、ファイナンス、志、交渉、マネジメントの 6つ

の要素を、支という旁とその左側にくる偏とを組み合わせて 1つの漢字で表しています。支という字に

は「わざ」という意味があり、その「わざ」を使うものを偏とすることによって新たな意味を持たせて

います。たとえば、手が動かすわざが技術（技）、金が動かすわざがファイナンス（鈘）など、です。6

つの「わざ」うちマネジメントを除く 5つで五角形をつくり、5つを司るものとして五角形の中心にマ

ネジメントを置きます。これらを、マネジメントを心棒にしたコマとみなし、きれいな正五角形のコマ

を回すことがマネジメントの良好な運営になります。6つの「わざ」のうちどれが欠けても、バランス

がとれなくなりコマはうまく回らなくなります。コマの大きさは変わっても正五角形で回し続けること

が大切です。常用漢字には、技と伎しかありませんので、残りの 4つは有岡さんの造字です。文字は書

道家・石川九楊の話がヒントになっており、コマは幼い頃遊んだバイ（ベイゴマ）からの発想だそうで

す。 

五角形のコマの理論は、5つの要素を変えることにより、仕事だけでなく人生や学生時代の目標設定

など、様々な分野に応用できます。例えば人生では、知、徳、体、気、財などを意識してバランスをと

ります。病気で欠けてしまうなどしてうまく回らなくなっても、コマを小さくして保つことが重要で

す。特に学生時代は、自分なりの正五角形を意識して生活するとよいのではないでしょうか。自身で大

切にしていきたいことを 5つに絞り込み、それぞれの項目に自分で現段階の点数をつけます。そうする

ことにより、どこが欠けているかが一目瞭然になります。その欠けた部分を分析し、補うようにしてい

きます。 

 

（注）有岡さん提唱の五角形のコマの理論は、土木学会発行の「インフラ・まちづくりとシビル

NPO」の中で詳しく解説されています。この文献中の図を以下に示します。 
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